
三浦市基礎情報（Ｈ29.2.1時点）
・人口:44.4千人（DID人口：27千人(H22)）
・可住地面積：26.07km2(H23)

①本市が抱えている課題

耐用年数の超過に伴い下水道施設が老朽化している本市では、多額の地方債残高と低い経費回収率によって一般会計繰入金への依存
が大きい。一方で、今後の市人口の減少により下水道使用料収入が減少すると同時に、市の厳しい財政事情を背景に下水道事業に従事
する人員が今後も不足することが想定されている。
②上位計画との関連性
現在策定中の三浦市下水道事業経営戦略において、今後の検討課題として位置付けている。
③上記課題への対策としてこれまで実施している施策や調査等
今後の下水道施設の適正な維持を実施するため、平成27年10月に全体で約16％の下水道使用料値上げを行い、平成27年度には「三浦
市公共下水道事業におけるコンセッション方式導入可能性調査」を行った。
④当該事業の発案経緯

現在、処理場とポンプ場において包括的民間委託を行っているが、今後増大する下水道施設の更新・改修の需要に対応するため、効率
的運営のノウハウを有する民間事業者の力をさらに引出したサービス調達が求められている。

【H28：情－３】三浦市公共下水道事業コンセッション推進に向けた
情報整備調査 （実施主体：神奈川県三浦市）

①対象施設の状況
右表の通りとなっている。

料金収入：約250,029千円
維持管理費用：約258,115千円
（いずれも平成27年度決算）

②対象地の状況
東部処理区の事業計画区域面積：234.9ha（全域が都市計画区域）
③地域住民や関係者のニーズ等の整理

財務状況の精査や長寿命化計画を通した更新投資計画の検討により、参画しようと
する民間事業者のノウハウや独自提案を引き出す実施方針を策定する。
④施設機能等の整理

民間事業者に経営判断を委ね、アセットマネジメントの実施や維持管理費用・更新投
資支出の縮減等、より効率的な老朽化対策を進める。

調査対象施設（対象地）の概要

【事業分野：下水道】 【対象施設：処理場・ポンプ場・管きょ 】 【事業手法：コンセッション 】
【キーワード：コンセッション、VFM、リスク分担、マーケットサウンディング、インフォメーションパッケージ】

事業発案に至った経緯・目的

東部浄化センター

金田中継センター

東部処理区
（事業計画約235ha）

三浦市施設名 施設規模 築年数 利用状況

東部浄化センター 処理能力：
8,050㎥／日

18年 1.5系列
（3池）

金田中継センター 揚水能力：
12.0㎥／分

20年

管きょ 58.1km ～40 年以上



・事業開始に向け、管きょの対象範囲の決定、改築に係る官民の費用負担、
管きょに係るリスク分担の明確化が必要となる。これらの課題に対応する
ため、管きょの現況調査を実施し情報開示に向けた準備を進めるとともに
上記課題の検討を具体的に進めることとしている。

【マーケットサウンディング概要】

①実施目的

民間事業者に対し、ヒアリング
を通して本事業への関心度・意
見・要望・提案を幅広く収集した。

②実施内容
調査内容：ヒアリング（計2回）
対象者等：プラント・電気系メー
カー、その他企業 （計11社）

聞取り事項：本事業への参画意
向、事業実施にかかる各段階
での要望

主な意見：ほぼ全ての対象民
間事業者から、参画意向がある
旨の結果を得られた。

③調査結果

民間事業者が参画の意思決定
をするためには、リスク分担等
の情報をより具体的に開示する
必要性が明らかとなった。

今後の進め方
【ロードマップ】 【想定される課題】

調査内容調査の流れ

本調査結果に基づく検証・方針決定

実施方針（案）・要求水準書（案）公表

募集要項の公告

参加表明書及び参加資格確認申請書の受付

優先交渉権者の決定

基本協定の締結

運営権設定・実施契約の締結

本事業の開始

○収支・財務情報の分析
・収支見通しの詳細化

-利用者ごとの需要見通し
-費用見通し（維持管理等に伴う
費用増含む）

・会計構造の詳細検討を踏まえた
財務分析
-資産・負債の分析
-補助金支出の分析
・資金調達コストの分析

○成果の取りまとめ
○完了実績報告書の作成

○民間事業者との対話

○ＶＦＭ・運営権対価の算出

○利用情報・整
備情報

・施設の稼働状
況分析

・将来的な利用
動向の分析

・更新投資計画
の策定

○収益性関連
情報

・敷地における
利用規制等の
整理

・任意事業等の
検討

①整備した情報
民間事業者が応募時に意思決定をするために必要な情報整理を行った。

②定量評価（VFM等の財政効果の算出）
料金収入の推計、民間事業者からの見積りによる改築更新費等をもとに、コンセッ
ションLCCやVFMを試算した。（ただし、最終的な結論は出ていない。）

事業化検討

○実施スキームの詳細化・リスク分
析・スキームの詳細化
・リスク分担の原案詳細の確認と修正

【公表する資料の例】
資料のカテゴリー 資料名

運営権設定対象施設一覧（改築対象）

三浦市東部浄化センター等包括的維持管理業務委託業務（H28/4～H30/3）
の要求水準書

三浦市下水道事業計画

運営権の範囲（責任分界）に関する図面

包括的民間委託の仕様書・図面

決算額表（管理費　平成23年度～27年度）

建設事業費まとめ

管理費実績

三浦市下水道事業決算報告書（平成23年度～27年度）

電力・重油・薬品の使用料及び費用に関する資料

工事台帳

機械設備台帳

電気設備台帳

建築機械台帳

建築電気台帳

管渠台帳

長寿命化計画

状態監視保全設備健全度一覧

状態監視保全設備劣化状況写真帳

包括的民間委託内容に関する資料

水質測定及び汚泥処理状況一覧

事業期間中の使用料等及び利用料金の見込額、推移予測

管きょの年別整備推移（管種ごと）

三浦市下水道事業決算報告書　収益的収入及び支出

三浦市下水道使用料改定単価履歴

要求水準書（案）の
関連資料

実施方針（案）の
関連資料

【H28：情－３】三浦市公共下水道事業コンセッション推進に向けた
情報整備調査 （実施主体：神奈川県三浦市）

③検討結果・結論

本業務では前述の情
報を整理したが、今後
事業を推進する上で
は以下のような情報
についても整理が求
められる。

管きょの情報整備

リスク分担等情報
の具体化・明確化

下水道使用料・下
水道利用料金の割
合検討

改築更新に係る事
業の費用負担割合
の検討

諸条件調整後の
VFMの算出


